
（別紙３）

～ 令和8年3月1日

（対象者数） 37 （回答者数） 27

～ 令和8年3月13日

（対象者数） 10 （回答者数） 10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・活動プログラムができる児童と難しい児童が一緒になるこ
とがあるため、児童の特性をより一層理解し、どの児童も充
実した活動になるような取り組みにする

2
・児童の特性をより一層理解し、各児童へどのようなアプ
ローチが有効かを深めていけるように取り組んでいく

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・職員の配置を見直し、近くの公共施設利用から取り組んで
いく

2
・保護者がいつでも閲覧できるようアプリ等を使った周知の
方法を実施する

3
・利用児童数に増加に伴い教室を分化する等のレイアウトの
最適化・環境設定を構築する

○事業所名 こぱんはうすさくら 日野三沢教室

○保護者評価実施期間 令和8年2月16日

○保護者評価有効回答数

令和8年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月21日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

利用児童数の増加に伴うスペースの確保や環境設定の不足
・スペースを最大限に活用するためのレイアウトの最適化・環
境設定が十分ではない

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・地域との交流が少ない
・多動の児童が多く外出の際の安全性を担保できず、閉鎖的に
なってしまう

・安全計画等の各種計画・各種マニュアルの周知
・活動プログラムでの避難訓練実施の周知

・安全計画や各種マニュアル等の詳細をお伝えする場面が限ら
れているため、説明しきれていない
・避難訓練は活動プログラムとして定期的に実施しているが、
参加児童の保護者への連絡にとどまっており、欠席等で参加で
きていない児童の保護者へは取り組みが周知できていない

・多様な活動プログラムを行っていること
・5領域を意識しながら、職員の得意分野を活かした活動を
行っている

・児童それぞれの特性を理解した支援
・ミーティング、連絡記録、朝礼終礼で各児童の特筆すべき事
項の確認とその対応方法の確認

事業所における自己評価総括表公表 事業所における自己評価総括表公表


